
陳 情 文 書 表  
 

受  理  番  号  陳 情 第 2 1 1 号 

 
件   名  

 
「市長への手紙」に対する誠実な回答を求めることについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
要   旨  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「市長への手紙」の回答は、「原則 20 日以内に行うこととする。」

と要領に規定されています。20 日を過ぎても回答がなく、回答遅延

の連絡がないことから、広聴相談課に「遅延の連絡はしないのか。」

聞いたところ、「サービス行為だから。」と回答した。 

「市長への手紙」の回答は、「回答遅延の連絡自体を、通常の範囲

を超える労務の提供との意味合いで申したものでありません。職員

が誠実に職務を遂行しているという意味で申し上げたものです。」

というものでした。これが誠実な回答でしょうか。他の自治体の「市

長への手紙取扱要綱」では、「ただし、やむを得ない事情により２週

間以内に回答できない場合には、電話等により、回答が遅れる理由

及び対応状況を当該差出人に連絡した上で、可能な限り早い時期に

回答するものとする。」と規定されています。「サービス行為だか

ら。」と言った意味が、どうして「職員が誠実に職務を遂行している

意味」になるのでしょうか。 
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また、「誠実」について、広聴相談課は、「私達市職員には、市民

全体の奉仕者として、誠実かつ公正に職務を遂行する責務があり、

特に当課では、市民の皆様からのご意見、ご要望に耳を傾けること

を、最も大切な職務の一つとして認識し、これを尽くすことを誠実

な対応と考えています。」と市長への手紙で回答しています。誠実

な対応とは、回答が遅れているか状況を把握し、回答期限前に電話

等で連絡することではないのでしょうか。前述の自治体のように、

要領に規定し、市職員が「遅延連絡は職務である。」と自覚すべきで

す。また、「市長への手紙」事務取扱要領を公表すべきです。 

以上のことから、次のことを求め陳情いたします。 

 
記 

 
１ 「市長への手紙」の回答内容は、誠実なものとすること。  
 
２ 回答遅延の状況を確認し、回答期限切れ前に連絡すること。  
 


